
2023 令和５年４月１日             大 塚 公 民 館 だ よ り                第４７０号 
     

 
 

 
 

 

 
 

 

４
(火)
／
保
育
園
入
園
式 

６
(木)
／
体
育
委
員
会(

第
１
回)

 

 

〝
／
大
塚
小
学
校
入
学
式 

７
(金)
／
大
塚
中
学
校
入
学
式 

９
(日)
／
東
大
塚
祭
礼 

17

(月)
／
市
公
連
総
会 

20

(木)
／
狂
犬
病
予
防
注
射 

26

(水)
／
老
人
ク
ラ
ブ
総
会 

28

(金)
／
大
塚
地
区
交
通
安
全
推
進
協
議
会
総
会 

29

(土)
／�

昭
和
の
日

（休
館
日
） 

30

(日)
／
み
ん
な
で
歩
こ
う
健
康
づ
く
り
大
会 

      

令
和
４
年
度
、
学
区
運
営
も
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
学
区
の
皆
様
、
そ
し
て
、

区
議
員
、
駐
在
員
、
各
関
係
機
関
の
お
か
げ

と
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
息

つ
く
間
な
く
、
令
和
５
年
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
総
代
区
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
ま

す
が
、
今
ま
で
規
模
縮
小
や
中
止
し
て
い
た

行
事
や
活
動
が
再
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

ご
無

理
を
言

い

ま
す
が
、
皆
様
方
の

よ
り

一 

  

ご
無
理
を
言
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
よ
り

一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

       
陽
春
の
候
、
学
区
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
西
大
塚
総
代
を
仰
せ
つ
か
り
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
発
生
か

ら
３
年
が
過
ぎ
市
民
生
活
に
規
制
緩
和
の
動

き
が
み
ら
れ
ま
す
。

一
日
も
早
い
終
息
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 

 

学
区
の
行
事
も

コ
ロ
ナ
前
の
活
動
を
し
て

行
く
事
に
な
る
と
思
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
行

え
ば
良
い
か
心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域

の
皆
様
の
安
全
を
考
え
、
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
区
議
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

学
区
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

  

       

春
も
た
け
な
わ
の
頃
と
な
り
、
学
区
の
皆

様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
相
楽
町
総
代
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。 

 

さ
て
、
コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
３
年
余
が
過
ぎ
、

よ
う
や
く
色
々
な
制
限
緩
和
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
今
後
、
大
塚
学
区
に
お
い
て
も

自
粛
さ
れ
て
い
た
行
事

・
活
動
が
徐
々
に
再

開
さ
れ
て
行
く
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
学
区
の
皆
様
の
生
活
が

コ

ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
り
、
安
心
安
全
な
地
域

で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
、
多
く
の
方
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
を
も

っ
て
新
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

       

本
年
４
月
か
ら
大
塚
公
民
館
主
事
を
仰
せ

つ
か
り
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。 

 

私
は
30
年
前
に
大
塚
に
移
り
住
み
、
地
元 

少
年
野
球
チ
ー
ム
の
指
導
に
携
わ
り
そ
の
際

に
は
皆
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

公
民
館
事
業
も
地
域
の
皆
様
の
学
習
及
び
文

化
の
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
、
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

 

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
り
、

中
止
や
縮
小
さ
れ
て
き
た
行
事
等
を
以
前
の

よ
う
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
様
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
公
民
館
と
な

る
よ
う
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
ご
指
導
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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公
民
館 

４ 

月 
 

 
主
な
行
事
予
定 

 
 

 

市

・
町 

新
任
の
ご
あ
い
さ

つ 

学
区
総
代
会
長 

 

飛
田 

直
俊 

就
任
の
ご
挨
拶 

西
大
塚
総
代 

 

小
林 

正
敬 

就
任
の
ご
挨
拶 

相
楽
町
総
代 

 

加
藤 

英
記 

新
任
挨
拶 

公
民
館
主
事 

 

若
林 

達
也 
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公
民
館
文
化
祭
は
、
3
月
12

日
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

参
考
に
中
止
と
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
会

・
児
童
館

・
小
学
校

・
中
学
校

・

各
ク
ラ
ブ

・
一
般
等
の
自
主
作
品
を
３
月
７

日
～
12

日
ま
で
ロ
ビ
ー
及
び
１
階
和
室
で

展
示
し
た
。
多
数
の
来
場
者
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                        

   

３
月
１
日
現
在
、
紅
白
の
梅
が
見
ご
ろ
に

な

っ
て
い
ま
し
た
。
数
本
あ
る
河
津
桜
も
七

部
咲
き
と
な

っ
て
い
て
、
来
年
の
今
頃
来
園

す
る
と
綺
麗
な
姿
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
甘
夏
ミ
カ
ン
も
た
わ
わ
に
生
り
、

い
ろ
い
ろ
な
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

４
月
に
な
れ
ば
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
咲
き
始

め
里
山
の
春
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
里
山
公
園
の
散
策
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

                      

        

 

    
 

 
 

                    

  

福
は
内
屋
根
に
は
睨
む
鬼
瓦 

 
 

 

立
岩
宣
宏 

春
日
和
娘
の
墓
前
に
て
話
し
か
け 

下
タ
村
か
づ
子 

留
守
守
り
夜
空
仰
ぎ
て
鬼
は
外 

 
 

三
浦
三
治 

皮
脱
ぎ
て
ふ
く
よ
か
な
る
や
猫
柳 

 

安
野
悦
子 

日
の
丸
に
平
和
祈
り
て
建
国
日 

 
 

小
林
道
子 

犬
ふ
ぐ
り
み
な
小
さ
く
て
仲
良
く
て 

青
山
昭
吉 

２
月
／
月
例
会 

 

大
塚
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

（海
陽
さ
く
ら
パ
ー
ク
） 

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。 

１
位 

小
林
孝
太
郎
さ
ん
72/H2 

２
位 

大
岡
い
く
代
さ
ん
81/H2 

３
位 

榊
原
郁
夫
さ
ん
81/H0 

 
 

 
 
�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

  

       

作
品
展
示
開
催 

里
山
情
報 

 

 
ひめはるくるりんバス情報 30 

 
大塚地区支線バス「ひめはるくるりんバス」 

2 月乗車人数報告 
2 月の乗車人数は合計 91 人でした。 

1 便当たり平均乗車人数は 1.1 人です。 
 

桜も咲きほころび車窓から景色が春ですね。 
先月号でもお伝えしましたが、市内のくるりん 
バスの運行が金曜日が追加され週 4 日になりま 
した。 

利便性がよくなりました。 
お出かけの際は、是非ひめはる 
くるりんバスをご利用ください。 

 大塚公民館インスタ
グラムはこちらより 
 公民館・地域活動など発

信中。いいね！フォローお

願いします。 

≪早咲の桜≫ 

俳
句
ク
ラ
ブ 

菩
提
樹 

大人気 
【カスタムﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ】づくり 
 

簡単にオリジナルビーズﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ

を作ろう♪ 

 

と き：令和 5 年 5 月 13 日(土) 

午前 10 時～12 時 

場 所：大塚公民館 ２F 会議室 

対 象：大塚小 1 年～6 年生の児童 

（低学年は保護者同伴可） 

定 員：10 名（先着順） 

参加費：500 円(2 本分の材料費)

（当日集金） 

申込み：5 月 6 日(土)まで 

ＱＲコードまたは大塚公民館へ 

（TEL ・FAX 共 59-8820） 

ビーズを多数準備しています 

参加募集 


